
和泉発！

みんなが創る、未来の居場所

「創発の場」機運醸成イベント

第１回：令和８年２月１４日（土）13：30～15：00

第２回：令和８年２月２８日（土）13：30～15：00

（仮称）多世代交流拠点施設整備事業イメージ
※イメージは今後の協議により変更となる場合があります。



本イベントのゴール・問いかけ

「創発の場」って何？

⇒ 具体的なイメージを持つ

「和泉市に必要？」

⇒ ワークショップで未来のカタチを描く

「創発」のカギは「対話」にあり

⇒ 未来を「語る」から「創る」へ
1



C という新しいアイデア

創 発
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「創発」を分かりやすく

A の意見 B の経験



地域の課題に対応するため
「富秋中学校区等まちづくり構想」を策定

• ＜主な課題＞
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【これまでの経過】

①多世代交流の促進によるコミュニティを

育むまちづくり

②若者・子育て世帯の定住が叶うまちづくり

③安全・安心・快適な生活環境づくり

④訪れたくなる魅力あるまちづくり

• ＜まちづくりの方向性＞

• 市営住宅などの公共施設の老朽化や耐震性確保

• 人口減少や少子高齢化

⇒公共施設の再編をきっかけとした新たなまちづくりの方向を示す

「富秋中学校区等まちづくり構想」を策定（令和2年3月）

• 地域コミュニティ活動の停滞



構想実現に向けた取組

現状 再編後 備考

人権文化センター、
青少年センター

再編整備
（仮称）
多世代交流拠点施設

・富秋中学校区等における
市営住宅集約建替他公共施設
整備等事業で実施市営住宅（1,132戸） 集約建替 市営住宅（550戸）

市営店舗（７４区画）
集約建替 市営店舗（20区画）

集約建替 市営店舗（29区画） 別途事業で実施予定

富秋中学校、幸小学校、
池上小学校

再編整備
（仮称）富秋学園

・別途事業で実施中（R9
（2027）4月開校予定）
・工事期間R6（2024）10月～
R10（2028）3月

旭公園
再整備
（位置変
更）

（仮称）新旭公園 別途事業で実施予定

＜公共施設の再編＞
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公共施設を再編するため
各施設の「基本計画」等を策定

・市営住宅

・市営店舗・作業所

基本計画（令和4年3月策定）

（仮称）多世代交流拠点施設から始まる『にぎわい・活力』増進プラン

（令和5年6月策定）

基本計画に沿った施設の設えを具体化するため、その在り方や役割について定めたもの
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・（仮称）多世代交流拠点施設

・（仮称）新旭公園

・（仮称）富秋学園

まちづくり構想に記載の公共施設の再編方針に基づき、各施設の整備に係る

基本計画を定めたもの



和泉市が描く未来

「創発の場」 ＝ にぎわい・活力の「エンジン」 6



期待する４つのしくみ
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１ 「社会的課題解決」のインキュベーション

◆ 新たな社会課題への対応と新たな事業展開により、社会資源を生み出す。

２ 「新しい公共」のインキュベーション

「多世代交流」のインキュベーション

「情報収集・発信活動」のインキュベーション

３

４

◆ オープンな空間で、地域課題を解決する事業主体を創発。

◆ 各世代の居場所を提供し、交流を活性化させ、まちの「にぎわい・活力」を継続的に創出。

◆ 情報・知識の交流拠点がコミュニティ形成を促進し、新たな行動や事業へ人々を触発する。

※インキュベーション ： 新しい事業活動を創り出し、その成長を促進させること



（仮称）多世代交流拠点施設の整備（施設概要）
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 和泉第一団地敷地内

 （仮称）多世代交流拠点施設の延床面積：約2,800㎡

 階数：2階建て以下

 とみまち広場に対して開かれた構造・機能配置

 １階部分は活動・交流を活性化させる空間

 ２階部分はプライバシーに配慮された空間

付帯施設

 自由ひろば（約1,000㎡以上）、70台以上の駐車場確保 ／等



施設の機能

人権文化センターと青少年センターの機能を統合1

多世代間のコミュニティの拠点２

施設及びまち全体のにぎわい・活力を創出３

◦ 人権啓発と青少年健全育成の取り組みを継承するとともに発展させ、新たな施設として整備
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◦ 来館者及び近隣を訪れる人たちが、まちの交流軸・とみまち広場を行き交うよう工夫を凝らす

◦ 屋外に設置する自由ひろばの配置は、屋内施設との相互交流性、一体性、親和性を確保

◦ 地域課題の解決に向けた社会資源を生み出し、まちの「にぎわい・活力」の創出の起点となる施設



主要な諸室構成

１ １階に配置する機能要件

３ 自由ひろば

２ ２階の機能要件

 交流空間として開かれた多目的スペース（例：子どもの居場所づくり活動）

 NPOや多種多様な団体の活動拠点としての利用（例：会議やイベントの実施）

 貸室、相談室、自習室及び学習支援の場

 一部貸室は、屋外デッキとの一体的な利用も可能となる等の可変性に配慮

 自然体験や遊びを通じて自制心や規範意識を高めながら成長を促進する活動

（例：プレーパーク）

 自然な見守りと交流のきっかけとなり、大人も子どもも集う憩いの場所

（例：集えるスペースや読み聞かせ） 10



富秋中学校区等まちづくり構想による市

営住宅及び市営店舗の集約建替を実施。

多世代の交流や地域団体間の交流の場を創
出するとともに、見守りや助け合い・支え合い
などの活動を行うことができる施設として、
人権文化センター、幸分館、王子町分館、青少
年センターを集約化し、（仮称）多世代交流拠
点施設を整備。 （仮称）多世代交流

拠点施設整備事業
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義務教育９年間を見通した継続的かつ一体的
な教育を推進するため、市内３校目となる施
設一体型義務教育学校（小中一貫校）を整備。

富秋中学校区等
市営住宅集約建替事業

【参考】富秋中学校等まちづくり関連事業

（仮称）富秋学園整備事業

※整備事業イメージは今後の協議により変更となる場合があります。



一言提言
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「創発の場」

みんなのアイデア発掘所
=



事例１：新しいつながり（喫茶店活用）
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2014年天王寺区民センター
１階の喫茶店跡地の活用



事例１：新しいつながり（喫茶店活用）
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施設を管理している人、近く人住んでいる
人、アイディアを持っていそうな人に集まっ
てもらい、この場所についてどんどん話し
ていく



事例２：協働が生む場（縁活プロジェクト）

暮らしの質が

「ちょうどいい」
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2012年から社会実験イベントなどを重ね、
2013年6月「あべのハルカス近鉄本店タワー館」のオープンにあ
わせて本格始動した、百貨店初のチャレンジプログラム



事例３：少人数交流（ラウンドテーブル）
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「ラウンドおおさか」は、おおさか大好き、おおさ
かの元気を考える人の集まりの場
毎月第2水曜日の夜6時30分ごろから、どこか
に集まってワイワイと語らっていました。
（現在休止中）



事例4：協働が生む場（縁活プロジェクト）

暮らしの質が

「ちょうどいい」
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2012年から社会実験イベントなどを重ね、
2013年6月「あべのハルカス近鉄本店タワー館」のオープンに
あわせて本格始動した、百貨店初のチャレンジプログラム

お客さんとして参加
あべのハルカス内にある「街ステーション」
では、市民活動団体によるプログラムが開
催されている

ボランティアとして参加
市民活動団体と百貨店、
そして地域のみなさんとを
つなぐためのボランティア
チーム コンシェルジュ（C）・
サポーター（S）・レポーター
（R）の３つの役割があり、
およそ160名が登録している

市民活動団体として参加
「縁活」でやってみたいことが
ある、百貨店ならではの新しい
プログラムを考えたい、他団体
とのコラボレーションしたい団
体が参加できる



たとえば…
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【知見】創発の失敗事例と教訓
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真面目に
なりすぎる

習慣化しない

テーマを理解
する時間がない

気遣いの必要な
人を呼ぶ



市民は何を期待するのか

もっと地域で活躍したい

まちに新しい動き（活力・にぎわい）を期待する

新しい施設でアイデアを出し合いたい
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仲間や居場所を見つけたい

和泉市の魅力をもっと知りたい・発信したい



和泉市の「強み」を活かす創発のタネ

北西部

公共施設や医療機関、
商業施設などが集積

歴史文化遺産・豊かな自然環境を
有し、市街地には住宅も多く立地

都市機能・産業・商業機能の
集積、公園等の自然環境、
文化施設・大学等「まなび」
の拠点

北部

中部 南部

歴史文化遺産・自然環境豊かで、
来訪促進に資する施設・地域資
源を有する
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ワークショップへの招待

テーマ①

和泉市の「強み・魅力」とは

テーマ②

「新しい地域のつながり」とは

テーマ③

「創発の場」のかたちを探る
22



議論を深めるための問い（例）
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和泉市の「活かしきれていない隠れた魅力」は

新しいつながりを生むための「仕掛け・工夫」

「創発の場」でチャレンジしてみたいこと

その場に集まることで自分に与える「良い影響」

「新しいつながり」を続けるためのアイデアとは



ファシリテーションに協力を
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今、あなたが感じていることを教えてください



メッセージ
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「創発の場」の主役は、

あなた です

場づくりは、特別な人だけのものではありません。

和泉市で生活しているみなさんと一緒に、未来の和泉

市を一緒につくる、第一歩を踏み出したいと思います。



① 相手の意見を大切に

正解はありません

② 思い付きをどんどん声に・文字にしましょう

みんなで言葉のイメージを作りましょう

③ 愛乗り/相乗り 大歓迎

④ 発言はできるだけ短く

⑤ ここでの発言をほかで話さない

お互いのアイディアを活かすために
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I’m OK
You’re OK!

私もそう思う

いいね！

うんうん



まとめ

創発の場

社会的解決

新しい公共

多世代交流

情報収集・発信活動
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「創発」 ＝ 新しいものが生まれる



終わりに

和泉市立人権文化センター

電話番号：0725-44-0030

メールアドレス：jinbun-c@city.osaka-izumi.lg.jp

問い合わせ先
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アンケートにご協力を

※ ぜひ皆様のご意見をお聞かせください

本日の資料・関連情報

※ イベント終了後、市ホームページにて掲載します


